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i は  し が  き

岩手県における養蚕農家の大部分は,複合経営形態であ

り,水稲,畜産′たばこ部門との結合が全体の80%を 占め

ている。このうち.たばこ作を組合せた養蚕農家は26%に

及んでいるが,両部F月間においては労働の競合,蚕児のた

ばこ中毒 ,乾燥施設のあり方など問題点が多く,養蚕部門
においては経営規模を縮少する傾向にある。しかし,本経

営類型にありながら繭 lt以上の生産実績を示す養蚕農家
もみられることから,その優秀事例農家の経営・技術を分

析し,生産性向上をねらいとした規模拡大の可能性につい

て検討 した。

2 調査地区および対象農家の概要

調査対象地区は北上川下流農業地帯のうち刊厩地区を選

定し,養蚕+たばこ+水稲を組合せた0農家と,水稲 +養

蚕+たばこ+畑作を組合せたT農家について調査した。

¬既地区における養蚕農家数は989戸で,う ち専業農家

はわずかに02¢で大部分は複合経営である。作目別では

水稲との組合せが98%, たばこ作との組合せが58%を 占
め,半数以上の養蚕農家がたばこ作との組合せをとってい

る。本地区は県全体の26¢ の収繭量を生産する主要養蚕地  ｀

帯であり,ま た,たばこ作においても県全体の収穫量の22

%を 占めるたばこ地帯でもある。

調査農家の経営概要は,桑囲 l ha以 _Lを有し,単位当た

りの薦生産量も地区および県平均を大きく上まわり,大規

模養蚕農家群に属 している。たばこ作においても地区の平

均的な作付面積の農家である。水稲については0農家は自

家米生産程度の耕作面積であるが, T農家は2∞ aを 耕作

し,地区平均を大きく上まわる大規模農家である。

3 労働配分について

0農家における農業従事者 2名 の年間総労働時間は4072

時間で,う ち養蚕56%,たばこ作37%,水稲 6%の比率で

あった。 10a当 たりの労働時間は養蚕 191時間 ,たばこ作

548時間 ,水稲 12,時間でいずれも県平均を上まわっている。

旬″1労働時間は図 1に みるとおりはぼ平準化され, 1部 を

除き家族労働力の範囲内で処理されているが, 6月 下旬お

よび9月 上旬には労働ピークがみられ,家族労働限界線を

大幅に越え雇用労働を導入している。この時期は養蚕の壮

蚕期から上接期にあたっており, この労働ピータの分散に

は蚕期別の飼育箱数を検討する必要がある。
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図2 T農家の旬別労働配分

T農家の農業従事者は労働力換算 3名 で,年間の総労働

時間は4256時間である。作目別の構成比率は,養蚕3,%,

たばこ作31%,水稲23%,畑作 7%であった。 10a当 りの
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労働時間は養蚕 208時間 ,たばこ作 535時間,水稲47時間 ,

畑作75時間で,水稲においては能率化されているが,養蚕

では全国平均より多くの時間を要し能率が劣った。旬別労

働時間を図 2でみると,凹凸のはげしい労働配分を示 し,

7月 上旬～中旬,8月 中旬～ 9月 上旬には労働の谷間が見

られた。この時期は家族労働限界線からみても労働に余裕

のある時期と推察され,養蚕の規模拡大から見た場合, こ

の時期に育蚕の導入が可能と考えられる。

4 養蚕とたはこ作の組合せについて

養蚕とたばこ作の組合せは,従来からたばこによる蚕児

中毒被害および労働の競合などから,飼育回数および飼育

量が規制され,こ の組合せにおける養蚕部門の規模拡大は

困難であった。今回の調査からみられることは,極力蚕児

のたばこ中毒被害を回避する方策をとっていることである。

即ち,飼育施設とたばこ乾燥施設の分離,育蚕とたばこ作

業の分担制,多回育の導入による労働配分の適正化などが

図られ,養蚕の大規模化が成立 したものと考えられる。な

お,両農家ともたばこ畑より隔離された位置に桑園が設置

されており,こ れがたばこ中毒被害の回避に大いに役立っ

ている。しかし,T農家においては自宅より約20物 も離れ

た隣町に桑日が設置されており,桑運搬に多くの時間を要

し,育蚕労働を圧迫しており規模拡大上問題となっている。

表 1 経営収支総括表

注 *は上繭収量を示す。  **は L繭単価の年間平均価格である。

6 む  す  び

養蚕とたばこ作を組合せる場合,蚕児のたばこ中毒回避

に重点をおき,施設の分離,作業の分担,多回育による労

働配分の適正化に努めるなどの経営改善によって,養蚕の

規模拡大が図られることが明らかとなった。なお,桑園を

たばこ畑から隔離 し,たばこ中毒被害を未然に防ぐことも

見のがせない条件の 1つ である。

両農家の調査結果から,養蚕部門における規模拡大の可

能性についてみると,0農家では耕地面積 ,施設,労働の

面から現状維持が適当と考えられ,今後は,蚕期間の飼育

量調整により,たばこ作との労働調整を図りながら雇用労

働の減少を進める経営に改善すべきである。T農家におい

5 農業経営収支について

1978年度の両農家における農業経営収支を試算 した結果

を表 1に示 した。0農家の養蚕部rlでは粗収入が2,673千

円で5,3%の 所得率であつたo生産費は 1,990千 円を要 し

純収益は682千円となった。 1日 当りの家族労働報酬は

5,000円 となり,全国30箱飼育階層より高く,生産性の高
いことを示 している。たばこ部門では10a当 り347り の生

産量がみられ,県平均 287″ を上まわり所得の向上となっ

た。水稲部Flでは所得額79千円と少なく,所得率21%であ

り,純収益ではマイナス84千円となった。これは水口面積

に対する機械の投資額が大きく,ま た,労働生産性が低く

自家消費米の生産を脱していないためと考えられる。各部

門別の粗収入割合は養蚕が63%で最も多く,養蚕を柱とし

た複合経営農家であると云える。

T農家の養蚕部門は生産費が高くマイナス
'2千
円の純収

益を示した。これは建物および機械の償却費が多く,一方労

働生産性も低く家族労働見積額が多いためである。従って1

日当りの家族労働報酬も2,475円で地区農作業賃金を下まわ

った。水稲部門は所得が高く,所得率73%を示し,1日 当り

の家族労働報酬も11,921円 の高額となった。これは機械に

よる省力化が進んでいることを示唆し,農業粗収入の63%

の所得からみても,水稲作を主とした養蚕農家と云える。

ては養蚕の飼育回数増加と省力化により,適正な労働配分

を図ることが,労働生産性の向上と相まって,規模拡大の

進展が可能と考察される。
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区 分
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